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広島弁護士会の無料法律相談
問 総務課☎ 0823-43-1111 ㈹

日時　９月 11日㈭　午後１時～４時
場�所　江田島保健センター（江田島町中央）
人数　５人（１人 30 分）
　申し込み順で、９月１日㈪から総務
課で受け付け。

　

秋の全国交通安全運動が
始まります
問 総務課☎0823-43-1111㈹

　９月 21 日㈰から 30 日㈫までの 10
日間、「秋の全国交通安全運動」が行わ
れます。
　運動の重点は次のとおりです。
●�歩行者の安全な道路横断方法等の実
践と反射材用品や明るい目立つ色の
衣服等の着用促進
●�ながらスマホや飲酒運転等の根絶と
夕暮れ時の早めのライト点灯やハイ
ビームの活用促進
●�自転車・特定小型原動機付自転車の
交通ルールの理解・遵守の徹底とヘ
ルメットの着用促進
　ドライバーは、歩行者・自転車に注
意して、安全な運転を心掛けましょう。
特に横断歩道では、歩行者の横断の優
先を徹底し、悲惨な事故を未然に防ぎ
ましょう。
　歩行者・自転車の方は、早朝や夜間
の外出の際は、明るい色の服や、反射
材を身に着け、ドライバーから見えや
すく、確認してもらいやすい工夫を心
掛けましょう。

求人情報
～求人の詳細は募集事業所へ～

問 深江産業㈱☎0823-57-5365
募集職種　事務員
募集人数　1人
勤務場所　大柿町深江 2153-1
勤務時間　8：00～ 17：00
給�与　基本給 185,000 円＋職務手当・
皆勤手当・時間外手当・通勤手当　
賞与 2回、退職金あり

必要な免許　特になし
休日　毎週土曜・日曜・祝日

問 ケアハウス・こようの里親和園
☎0823-42-5111

募集職種　介護職員
募集人数　２人
勤務場所　江田島町小用三丁目 28-1
勤�務時間　①6:30 ～ 15:30
　②9:30～18:30　③16:30～9:30（夜勤）
給�与　205,056 円～ 234,176 円　
　�経験加算手当、資格手当（介護福祉士）、
夜勤手当、住宅手当、扶養手当あり

必要な免許　不問。
　�介護職員初任者研修、介護職員実務
者研修、介護福祉士有れば尚可。

休日　年間 107日。
月 9日公休日（但し 2月は 8公休日）

問 上村汽船㈱☎082-251-6020
募集職種　船員甲板部、船員機関部
募集人数　各１人
勤務場所　切串～宇品航路
勤務時間　就業規則による (詳細は面接 )
給与　月給300,000 円（各手当を含む）以上
　　　昇給（年１回）・賞与（年２回）
必要な免許　普通自動車運転免許証
　（五級海技士免許所有者優遇）
休�日　会社カレンダーによる(２勤２休)、
２～３回事務所勤務有り

空き家無料巡回相談会

問 都市整備課☎0823-43-1647
　空き家所有者などを対象とした、専
門家による無料相談会を行います。事
前予約制で、相談内容に応じた専門家
が対応します。
日時　９月22日㈪ 午前 10時～午後４時
場所　市役所本庁 (大柿町大原 )
人数　８人 (１人 30分 )
予約方法　都市整備課へ電話予約
申込期限　９月８日㈪

広告

ごみの分別に
ご協力ください
問 地域支援課☎0823-43-1637

　本市のごみ処理には多くの費用が必要
で、可燃ごみの焼却費用だけでも、毎年
約１億５千万円を要しています。ごみ処
理費用を少しでも削減するため、次のこ
とにご協力ください。
●ごみはきちんと分別しましょう
　燃えるごみ、燃えないごみ、有害・危
険ごみなど、ごみをきちんと分別すると、
施設の故障や火災の防止、ごみ処理費用
の削減につながります。分別が分からな
い場合は、市ＨＰや公式 LINE で検索す
るか、地域支援課へご相談ください。
●草木や剪定枝は乾燥させて出しましょう
　刈った草木や剪定枝を天日で十分に乾
燥させると、水分が抜けて軽くなります。
ごみ袋に入れやすく、持ち運びやすく、ご
み処理費用の削減という利点もあります。
●�家電四品目や車、バイクは解体しても
ごみステーションに出せません

　エアコン、洗濯機、テレビ、冷蔵庫な
どの家電四品目や車の部品、バイク類は
ごみステーションに出せません。解体し
てごみステーションに出す行為は、不法
投棄となります（プラスチック部分のみ
を出しても不法投棄です。）。解体せずに、
購入店や地域支援課にご相談ください。

広告

～令和７年度オリーブ苗木の購入助成配布について～～令和７年度オリーブ苗木の購入助成配布について～
  今年度も市内でオリーブを栽培する方を対象に、オリーブ苗木の購入今年度も市内でオリーブを栽培する方を対象に、オリーブ苗木の購入
助成を行います。助成を行います。
配布品種及び価格配布品種及び価格
▶ミッション、ネバディロ・ブランコ、ルッカ、マンザニロ▶ミッション、ネバディロ・ブランコ、ルッカ、マンザニロ
　２年生苗木　500円／本（樹高70～ 90㎝）　２年生苗木　500円／本（樹高70～ 90㎝）
▶フラントイオ、レッチーノ、ペンドリーノ、マウリーノ▶フラントイオ、レッチーノ、ペンドリーノ、マウリーノ
　５～７年生苗木　1,100円／本（樹高150～ 180㎝）　５～７年生苗木　1,100円／本（樹高150～ 180㎝）

問 オリーブ振興室☎0823-43-1643

オリーブ情報オリーブ情報

申込条件申込条件
　① 江田島市内に植樹すること。
　②「江田島市オリーブ栽培者の会※」に入会すること。※オリーブの栽培方法を勉強するための会（年会費無料）。
　③ 10本以上購入すること。※過去に苗木を10本以上購入している方は、10本未満で購入ができます。
　④ 果実の収穫を目的とするものであって、3年以上耕作する予定であること。
　⑤ 江田島市内に原則として農地（所有地または借入地）を有する方（法人含む）。
　⑥ 借入地の場合は、農地法、利用権設定等による農地の貸し借りが確認できる、または手続中であること。
申込方法申込方法
　11月21日㈮までに申込書を提出してください。※申込書は、下記申込先にあります。また、江田島市ホームページ
からダウンロードできます。
申込先申込先	
　市役所農林水産課オリーブ振興室、各市民センター、三高支所、各出張所、各連絡所、市民サービスセンター
支払方法支払方法
　苗木の引き換え時（３月上旬予定）に現金でお願いします。
　なお、申込者には２月上旬までに決定通知書を送付します。
その他その他
・申込み多数の場合は、本数、品種などのご希望に沿えない場合があります。
・オリーブ収穫量増加を目的として、受粉樹用品種の「ネバディロ・ブランコ」の混植を勧めています（１割程度）。

■オリーブ果実の出荷・自家消費用搾油と苗木の購入助成に係る配布説明会の開催について
　オリーブ果実の出荷・自家消費用搾油説明会と苗木の購入助成説明会を次のとおり開催します。
日時　９月６日㈯　午後１時30分～
内容　令和７年度オリーブ果実の出荷・自家消費用搾油及び苗木の購入助成について
場所　市役所本庁４階
※�江田島オリーブファクトリーで、オリーブ果実の買い取りを実施します。出荷日等の説明を行いますので出荷予定
の方は必ずご参加ください。
　買い取りは９月25日㈭～ 11月１日㈯までの火、木、土曜日午後２時～５時（※予備日9/28㈰～ 11/2㈰までの毎
週日曜日　※詳細は今月号の広報えたじま折込の「オリーブだより」をご覧ください。）

■９月のオリーブ栽培ごよみ　～オリーブを栽培しているみなさんへ～■９月のオリーブ栽培ごよみ　～オリーブを栽培しているみなさんへ～
炭そ病防除(予防)
　ミッションの炭そ病防除として、アミスター 10フロアブル1,000倍を収穫30日前までに木全体に散布しましょう。
ハマキムシ類対策
　夏の終わりから晩秋にかけて、ハマキムシ類が発生し、葉を食べるほか、実に穴をあけて中に入り食害します。ハ
マキムシは体長２㌢ほどのガの幼虫です。丸まった葉や丸く穴があいた実を見つけたら、中に幼虫が潜んでいるので、
捕殺するとともに、傷んだ葉や実をこまめに摘み取るか、デルフィン顆粒水和剤2,000倍を木全体に散布しましょう。
まもなく収穫時期です
　収穫スケジュールを早めに計画しましょう。

募集
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Infomation お知らせ

問 市商工会☎ 0823-42-0168
　事業経営における基礎知識や新規開業時の具体的な事業計画・資金計画の
立て方などを習得していただくとともに、計画策定により起業・創業する方
も含めて幅広く支援する「創業塾／事業計画策定セミナー」を開催します。
　なお、今後内容に変更が生じた場合は市商工会ホームページにてお知らせ
いたします。
開催日　10月 18日㈯・25日㈯・11月８日㈯・15日㈯・29日㈯
　　　　午前 10時～午後４時　　別途、個別相談会を行います。
場所　わくわくセンター２階（能美町鹿川）
対�象　・市内で新規創業を志す方や興味がある方
　　　・創業後間もない事業者
　　　・事業承継を考えている後継者の方
　　　・事業の基礎を学びたい方
　　　　年齢性別を問わずどなたでも参加可能です。
定員　40人　
　原則、通常講義、フォローアップセミナーを含むすべての回に参加いただ
ける方を優先いたします。
申込先　市商工会

令和７年度創業塾／事業計画策定セミナー
受講者を募集

問 自衛隊広島地方協力本部呉地域事務所
☎ 0823-23-1226

　自衛官候補生などを募集しています。詳し
くはお問い合わせください。

自衛官候補生などを募集

募集種目 ①応募資格、②受付期間
③試験日程

幹部候補生
（一般）

①��大卒：大卒、修士修了(見込含)
　22歳以上26歳未満
　院卒：修士修了(見込含)
　20歳以上28歳未満
②第３回　�(陸・海)9/1㈪～9/26㈮

(空)9/8㈪～9/26㈮
③��第３回　一次：10/11㈯

自衛官候補生
①18歳以上33歳未満
②年間を通じて受け付け
③受付時またはHPでお知らせ

一般曹候補生
①18歳以上33歳未満
②���第３回　9/16㈫～11/21㈮
③第３回　一次：11/29㈯～12/4㈭

募集

◀�����自衛官募集サイト
�　QRコード

広島法務局長表彰を受賞

問 人権推進課☎0823-43-1635
　6月 9日に行われた広島県人権擁護委員連
合会定時総会で人権擁護委員の岡田紀代子さ
ん（江田島町）、倉田淳さん（大柿町）の２
名が広島法務局長表彰を受けました。
　今後、より一層のご活躍を祈念いたします。

看板など屋外広告物を設置するときは
申請が必要です

問都市整備課☎0823-43-1647
　毎年９月１日～ 10日は、「屋外広告物適正化旬間」です。屋
外広告物についての理解を深め、周辺の景観や安全に配慮した屋
外広告物となるようご協力をお願いします。
　屋外広告物とは、常時または
一定の期間、継続して屋外で公
衆に表示されるものであって、
看板やのぼり旗など多くの種類
があります。
　屋外広告物を誰もが勝手に設
置してしまうと広告物が氾濫
し、まちの雰囲気や景観などが損なわれてしまいます。また、設
置や管理が適正に行われていないと落下や倒壊により思わぬ事故
や災害を招くこともあります。
　このようなことから、屋外広告物の設置や管理のルールが定め
られています。
　屋外で広告物を表示・設置しようとするときは、社会生活を営
むうえで最小限必要な広告物を除き、あらかじめ市の許可を受け
る必要があります。また、表示・設置できない場所や広告物の大
きさ、高さなどの基準があります。詳しくは、都市整備課にご相
談ください。

江田島市協働のまちづくり地域提案型活動支援事業
第2回江田島湾パドルリレー開催！

問江田島湾パドルリレー実行委員会
☎ 090-6483-4725( 玉山 )

　江田島湾は穏やかな水面と美しい景観に恵まれ、マリンスポーツ
に最適な環境です。４人１組で行われるこの大会は、年齢や経験を
問わず幅広いチームが参加し、熱いレースが繰り広げられます。
　レースの様子はどなたでも自由に観覧いただけます。ぜひ長瀬
海岸へお越しいただき、選手たちへ熱い声援をお送りください！

実施日時
　９月７日㈰　午前９時 開会式
場所
　長瀬海岸（能美町中町）

募集

「クラシック音楽館」で
「ＮＨＫこども音楽クラブ」の模様が放送されます！

　６月９日㈪に大柿中学校・江田島中学校で
開催された「NHKこども音楽クラブ」の様
子が、以下の日程で放送されます。
　ぜひご覧ください。
放送日時　９月 21日㈰　午後９時～
番組名　クラシック音楽館
放送局　ＮＨＫ（Ｅテレ）
放�送内容　ＮＨＫ交響楽団木管五重奏が大柿中
学校・江田島中学校で演奏した様子（10分程度）

広告

広報えたじま　令和７年９月 広報えたじま　令和７年９月 2020

多発する自然災害
　未曽有の被害をもたらした東日本大震災ですが、それ以
外にも多くの自然災害が日本では発生しています。1995
（平成７）年の阪神・淡路大震災以降の大きな地震だけで
も、2004（平成16）年の新潟県中越地震、2007（平成
19）年の新潟県中越沖地震、2011（平成23）年の東日本
大震災を経て2016（平成28）年の熊本地震と続いています。
そして、2024（令和６）年には能登半島地震が発生し、大
きな被害をもたらしました。

避難生活が及ぼす影響
　東日本大震災においては、避難者数は全国で最大47万人
に及びました。それから10年以上たった2023（令和５）
年８月時点でも約３万人以上の方が避難を続け、約２万人
は福島県内から県外への避難です。
　災害による、長期にわたる避難生活が人々の生活や健康
に大きな影響を与えていることに注意しなければなりませ
ん。震災関連死の原因として、「避難所等における生活の肉
体的、精神的疲労」が多く挙げられています。
　また、東日本大震災の避難者に対するいじめが問題とな
りました。そのうち福島県から避難している児童生徒に対
するいじめのうち東日本大震災または原子力発電所事故に
起因または関連するいじめは約３％で内容は冷やかしやか
らかい、悪口などとなっています。

復興に人権の視点を
　今、世界的に、「災害後の人権保護・促進」という課題が
浮かび上がってきています。災害後の救済・復旧・復興の
全過程において「人権の主流化」が焦点化されなければな
らないとされています。
　社会的に弱い立場にある人々が、避難の過程でより多く
の苦痛を強いられることがあってはなりませんし、復興過
程における諸計画に、声の届きにくい人々の声がきちんと
反映されるよう配慮することも必要です。

公益財団法人人権教育啓発推進センター　
震災等の災害と人権より引用

問 人権推進課☎ 0823-43-1635

震災等の災害と人権

広告

くもんの先生を、やってみませんか？くもんの先生を、やってみませんか？
広島県内 400 人以上の先生が活躍中！　55 歳までの方をお待ちしております！

公文教育
研究会 ☎0120-834-414

やってみよう よいしごと

広島ブランチ／ 〒 730-0011 広島市中区基町 11-13 合人社広島紙屋町アネクス６階
　　　　　　　☎ 082-221-7272　fax. 082-502-0005
　　　　　　　受付時間／ 9:30 ～ 17:30（土・日・祝除く）

くもんの先生まずはホームページをチェック！

くもんの先生説明会の日程など
詳しくはコチラ

スマートフォン用
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